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駒令丸船おゐ〔の~(絵画)

この絵図は、文政12年 (1829年) 10月26日の駒手丸船おろしの様子を描いたものです。 第 10代 大洲藩主

加藤泰済のお抱え絵師であ った、無生文流斎こと若宮養徳惟正の手に よる彩色の巻軸で、縦26cm、横110

cmで‘す。駒手丸を建造していた江湖の様子、 駒手丸の外観、武士や町人等の所作が、正確にまた鮮明に描

かれています。

大 洲藩が建造した駒手丸は1'0回にわたっていますが、この絵図は 9回目の時のものです。駒手丸は、大

洲藩主が参勤交代の際、乗用船として利用していたもので、大切十|藩の歴史の中でも、参勤船としてその占

める位置は大きく重要なものでした。
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本年 7月に発i止した第 2次森内問で、自治大臣・

国家公安委員長に就任された当町出身の岡田司衆

議 院 議 員 (72.四国ブロック比例代表@下須戒)

を国 む 会 ( 西田司自治大臣・国家公安委員長を同

む会発起人会く山本買代表>主催)が、 10月 γ口、

回Iイ*育食宮で靖f桂されました。

講話を行われる西田大臣

西
田
氏
は
、
一
平
成
二
年
第
二
次
海
市

改
造
内
閣
で
国
土
庁
長
官
?
と
し
て
初
入

閣
後
、
平
成
十
年
に
は
小
削
内
山
闘
で
自

治
大
臣
・
国
家
公
安
委
員
長
と
し
て
再

入
閣
さ
れ
、
さ
ら
に
今
回
一
一
度
目
の
一
人

闘
争
一
以
た
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
後
も
、

地
方
自
治
政
策
等
に
精
通
し
た
手
腕
を

生
か
し
た
、
尚
々
の
ご
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
内

会
で
は
、
花
束
贈
日
や
お
祝
い
の
こ

と
ば
に
引
き
続
き
、
詰
め
か
け
た
約
五

百
人
の
山
席
者
を
前
に
、
西
田
大
出
か

ら
「
今
役
の
長
浜
町
に
つ
い
て
」
ト
一
題

し
た
溝
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
「
⑦
肱
川
の
水
は
か
け
が
え
の
な

い
命
の
綱
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
治
水

と
い
っ
た
こ
と
も
真
剣
に
考
え
で
取
り

組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
の
②
将
来
に
夢
と

希
望
の
な
い
こ
と
で
泣
い
け
な
い
。
例

え
は
山
口
本
屈
指
の
水
族
舵
経
営
と
い
っ

た
、
海
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
局
一
弛
域

が
持
っ
て
い
る
特
性
を
考
え
、
北
々
の

町
を
ど
う
造
っ
て
い
く
か
を
冥
剣
に
考

え
な
が
ら
市
町
村
台
併
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ぽ
な
ら
な
い
戸
と
い
っ
た
考
え

方
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
出
席
者
か
ら
辺
ら
れ

る
杭
任
め
喜
び
ゃ
ん
y
後
約
期
待
を
込
め

た
激
励
の
一
一
一
一
口
葉
に
、
一
つ
ひ
と
つ
了
官
J

に
お
等
え
に
な
る
な
ど
終
始
和
や
か
に

過
ご
さ
れ
、
閉
会
に
あ
た
っ
て
は
、
〈
巳

員
の
万
歳
三
唱
で
そ
の
喜
ぴ
を
分
か
ち

合
わ
れ
ま

L
た。

花束贈呈和やかに進んだ懇談会

2 

大勢の町民の皆さんが訪れました万歳三唱



県
営
事
業
費
者
ど

十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
二
年
度
一
般
会
計
予
算
に
、

四
億
百
八
ト
八
万
五
千
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
額
は
、
六
十
一
億
八
千
九
百
十

六
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い

道
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
農
林
水
産
業
費
]
魚
礁
設
置
費
と
し

て
、
小
規
模
零
細
地
域
水
産
業
促
進
対

策
事
業
に
よ
る
、
魚
礁
設
置
二
か
所
と

築
い
そ
工
事
に
要
す
る
事
業
費
凹
千
八

百
三
十
五
万
六
千
円
を
補
正
。

〔
商
工
費
〕
商
工
振
興
費
と
し
て
、
企

業
立
地
促
進
条
例
に
基
づ
く
用
地
取
得

長
浜
町
議
会
第
三
固
定
例
会
が
、
九
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
九
日
ま

で
の
三
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
五
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
に
引
き
続
き
、

平
成
十
一
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
や
平
成
十
二
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
(
第
三
号
)
、
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
き
議
会
の
同

意
を
求
め
る
こ
と
な
ど
の
議
案
一
一
十
一
件
が
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一般質問の答弁を行う西田町長

ま
た
、
例
月
出
納
検
査
、
寄
付
採
納
報
告
書
な
ど
の
議
会
報
告
案
件

五
件
も
、
全
て
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
、

助
成
金
と
、
用
地
取
得
利
子
補
給
金
と

し
て
交
付
す
る
企
業
立
地
奨
励
金
等
五

千
七
百
十
万
九
千
円
を
補
正
。

〔
土
木
費
〕
県
常
工
事
費
と
し
て
、
長

浜
港
の
港
湾
改
修
工
事
及
ぴ
離
岸
堤
整

備
事
業
並
び
に
、
岸
壁
の
局
部
改
良
工

事
に
か
か
る
県
営
事
業
費
に
対
す
る
負

担
金
一
億
二
千
百
九
十
三
万
三
千
円
を

補
正
。教

育
護
国
翼
民

河

澄

博

子

氏

金
橋
轟
雄
氏

叶

本

正

氏

長
浜
町
教
育
委
員
会
委
員
の
黒
田
進

氏
と
松
本
正
志
氏
は
、
平
成
十
二
年
十

一
般
質
問
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

月
三
十
一
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
た
め
、
後
任
に
金
橋
喜
雄
氏
(
長
浜
・

六
し
ハ
)
と
叶
本
正
氏
(
白
滝
・
五
七
)

を
選
任
し
議
会
の
同
意
を
求
め
た
結
果
、

満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
委
員
の
一
川
澄
博
子
氏
(
出
海
・

六
六
)
は
、
九
月
二
十
五
日
を
も
っ
て
任

E二二コ

限

山
鳥
壊
、
タ
ム
建
国
設
と

町
中
予
分
水
に
つ
い
て

長
浜
高
校
存
続
に
つ
い
て

圏
道
一
エ
七
八
号
改
良
に
伴
う

対
応
に
つ
い
て

金橋喜雄氏

質
問
:
・
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
と
中
予
分

水
に
つ
い
て
、
自
民
党
松
山
市
支
部
の

署
名
運
動
、
中
予
地
区
経
済
団
体
の
行

動
、
肱
川
町
長
の
二
転
三
転
し
て
い
る

発
言
等
、
一
連
の
動
き
に
対
し
て
な
ぜ

今
に
な
っ
て
な
の
か
納
得
が
い
か
な
い
。

町
長
は
こ
の
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

ま
た
、
山
鳥
坂
ダ
ム
対
策
協
議
会
理

事
会
で
の
、
「
流
域
は
同
一
歩
調
で
」

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
さ
ら
に
、
県

議
会
代
表
質
問
に
対
す
る
知
事
の
答
弁

ゃ
、
四
国
地
方
建
設
局
の
事
業
評
価
監

視
委
員
会
委
員
長
の
発
言
に
対
し
て
、

町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
一
括
し
て
答
弁
を
行
い
ま
す
。

正氏叶本

期
満
了
と
な
っ
た
た
め
、
後
任
に
同
氏

を
再
選
任
し
議
会
の
同
意
を
求
め
た
結

果
、
満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

同
じ

百日

吉

岡

刀
回
目

ロH
H

友

議

員

民
聞
か
ら
の運

動

を

質
問
i
現
在
県
で
は
、
県
立
高
校
の

見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
長
浜
高

校
で
は
、
長
浜
高
校
水
族
館
や
パ
ソ
コ

ン
教
室
の
一
般
へ
の
開
放
等
と
い
う
特

徴
あ
る
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

現
在
の
児
童
数
か
ら
す
る
と
こ
j
三
年

の
聞
に
何
ら
か
の
運
動
を
起
こ
さ
な
け

れ
ば
、
高
校
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
時

期
が
来
る
と
思
わ
れ
る
。
存
続
に
向
け

て
行
政
・
議
会
・
地
域
が
三
位
一
体
と

な
っ
た
組
織
づ
く
り
に
つ
い
て
、
町
長

は
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
私
も
長
浜
高
校
の

存
続
に
つ
い
て
は
非
常
に
心
配
し
て
い

る
。
生
徒
の
進
路
選
択
に
は
、
そ
の
白

3 



由
・
権
利
が
あ
り
強
制
は
で
き
な
い
が
、

町
と
し
て
は
、
高
校
の
特
色
・
魅
力
づ

く
り
に
協
力
す
る
姿
勢
が
必
要
で
あ
り
、

学
校
の
進
路
指
導
で
も
、
様
々
な
観
点

か
ら
長
浜
高
校
の

P
R
を
し
て
い
た
だ

き
、
一
人
で
も
多
く
の
生
徒
が
受
験
し

て
い
た
だ
く
よ
う
な
方
向
に
持
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

組
織
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
行
政
や

教
育
委
員
会
で
や
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

個
人
へ
の
影
響
が
多
大
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
慎
重
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
。
で
き
得
れ
ば
、
民
間
の
方
に
よ

る
運
動
を
積
極
的
に
お
願
い
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

鋭
意
研
究
し
て

い
き
た
い

質
問
・
・
・
国
道
三
七
八
号
改
良
に
伴
い

交
通
量
が
増
え
、
長
浜
駅
か
ら
役
場
前

沿
椋
は
特
に
危
険
で
あ
る
が
、
横
断
歩

道
の
整
備
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。
ま
た
、
松
笠
で
の
改
良
工
事
に

伴
う
空
き
地
に
つ
い
て
、
例
え
ば
道
の

駅
と
か
、
物
産
販
売
所
、
駐
車
場
や
休

憩
所
等
と
い
っ
た
有
効
利
用
に
つ
い
て

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
(
町
長
)

j
横
断
歩
道
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
や
警
察
当

局
と
連
携
を
と
り
、
的
確
に
対
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
ご
指
摘
の
道

路
改
良
工
区
に
つ
い
て
は
、
そ
の
海
側

用
地
の
利
用
計
画
は
決
定
さ
れ
て
い
な

い
が
、
工
事
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
、

休
憩
施
設
等
の
事
業
実
施
の
可
能
性
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。
現
状
に
お
け
る

空
き
地
に
お
い
て
は
、
ご
み
の
捨
て
場

所
、
夜
間
の
た
む
ろ
場
所
と
い
っ
た
実

体
が
あ
り
、
こ
の
マ
ナ
ー
の
面
か
ら
も
、

利
用
の
仕
方
を
強
く
訴
え
て
い
く
べ
き

で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
道
の
駅
に

つ
い
て
は
、
用
地
等
の
必
要
条
件
で
問

題
が
あ
る
が
、
移
動
人
口
を
止
め
町
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
視
点
は
大
切
で
あ

り
、
鋭
意
研
究
し
て
い
き
た
い
。

交通量が増えた国道378号

山
鳥
壊
、
タ
ム
建
設
園

分
水
問
題
に
つ
い
て

学
校
給
食
に
つ
い
て

甫
可
村
合
併
に
つ
い
て

質
問

E

匹
醇
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
と
中
予
分

水
に
つ
い
て
、
建
設
大
臣
の
公
共
事
業

見
直
し
発
言
に
対
し
て
ど
う
考
え
て
い

る
カ
。ま

た
、
不
安
や
心
配
を
さ
れ
て
い
る

町
民
に
対
し
て
、
行
政
は
定
期
的
に
現

状
説
明
を
し
て
町
民
の
意
見
を
聴
く
べ

き
と
思
う
が
、
町
長
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
一
括
し
て
答
弁
を
行
い
ま
す
。

給
食
検
討
委
員
会
を

発
足
さ
せ
て

質
問
・
:
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
今

年
三
月
に
は
教
育
委
員
会
か
ら
要
望
書

が
町
に
提
出
さ
れ
て
お
り
、
行
政
の
検

討
委
員
会
も
設
置
さ
れ
た
と
聞
い
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今
後
の
取
り

組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
平
成
十
一
年
三
月

に
、
長
浜
町
学
校
給
食
問
題
審
議
委
員

会
を
創
設
し
諸
問
題
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
、
十
二
月
に
は
答
申
書
を
提
出
い

東

信

利

議

員

た
だ
い
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
一
二
月
の
定

例
会
で
東
敦
弘
議
員
の
一
般
質
問
に
お

答
え
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
今
年
三
月
に
は
教
育
委
員
会

か
ら
、
そ
し
て
四
月
に
は
町
P
T
A
連

合
会
か
ら
長
浜
町
学
校
給
食
に
関
す
る

要
望
書
を
い
た
だ
き
、
現
在
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
検
討
す
べ
く
内
部
で
給
食

検
討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
早
け
れ
ば
年
末
に
は
結
果
を
出

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
最
近
は
、

給
食
の
あ
り
方
を
見
直
す
気
運
も
出
て

き
て
お
り
、
ど
う
い
う
考
え
方
・
方
向

で
解
決
す
べ
き
か
を
真
剣
に
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

避
け
て
通
れ
な
い

問
題
で
あ
る

質
問
:
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、

避
け
て
は
通
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
町

長
の
基
本
的
な
考
え
方
は
ど
う
な
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
市
町
村
合
併
に
つ

い
て
は
、
自
治
体
が
自
立
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
と
考

え
る
。
県
で
は
、
本
年
中
に
合
併
の
試

案
を
発
表
す
る
と
聞
い
て
お
り
、
合
併

の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
明
ら
か

に
し
て
判
断
材
料
を
そ
ろ
え
、
住
民
合

意
を
形
成
し
な
が
ら
そ
の
方
向
付
け
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
国
で

は
二

O
O
五
年
ま
で
の
合
併
特
例
法
を

施
行
し
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
早
く
議

論
を
開
始
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。
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市町村合併に関して町長の基本的考え方が示された

勤労感謝の日
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猪
害
防
止
対
葉
に
つ
い
て

出
海
開
改
修
に
つ
い
て

他
市
町
と
連
携
を

と
り
な
が
ら

質
問
-
a
近
年
、
猪
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
が
目
立
っ
て
い
る
。
町
内
の
被
害

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
行
政
と
し
て
、
近
隣
町
村
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
広
範
囲
な
形
で
の

捕
獲
を
行
、
つ
べ
き
と
忠
、
つ
が
、
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

堰

見

舞

諺

議
員

猪害にあった畑

答
弁
(
町
長
)
:
・
猪
の
被
害
は
県
下

全
域
に
及
ん
で
お
り
、
農
林
産
物
は
も

と
よ
り
人
身
へ
の
危
害
の
恐
れ
も
あ
り
、

年
間
を
通
じ
た
駆
除
が
必
要
な
状
況
で

あ
る
。
昨
年
度
の
本
町
の
駆
除
申
請
件

数
は
六
件
、
今
年
度
は
現
在
ま
で
十
件

で
あ
る
が
、
申
請
の
な
い
も
の
を
含
め

る
と
か
な
り
の
件
数
に
上
る
と
考
え
ら

れ
る
。
被
害
防
止
の
た
め
、
大
洲
喜
多

猟
友
会
の
ご
協
力
の
も
と
、
一
か
月
単

位
の
駅
除
を
昨
年
度
は
四
回
、
今
年
度

は
九
月
現
在
す
で
に
四
回
実
施
し
て
い

る
。
電
気
牧
柵
の
設
置
に
対
し
て
は
、

昨
年
度
か
ら
費
用
の
半
額
を
助
成
し
て

い
る
。今

後
も
、
現
在
の
事
業
を
継
続
し
な

が
ら
、
被
害
発
生
状
況
を
的
確
に
把
握

し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
駆
除
方
法
の
検

討
や
迅
速
な
対
応
を
図
り
、
他
市
町
と

も
連
携
を
と
り
事
業
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

環
境
整
備
に

努
力
し
て
い
き
た
い

質
問
:
出
海
川
は
、
平
成
元
年
と
そ

の
十
年
後
に
も
大
水
害
を
起
こ
し
て
い

る
。
そ
の
対
策
に
つ
い
て
は
急
を
要
す

る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
治
水
対
策

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
出
海
川
は
、
集
中

豪
雨
等
に
よ
る
異
常
出
水
時
に
は
、
地

形
的
な
要
同
か
ら
大
変
な
暴
れ
川
に
急

変
し
、
床
上
・
床
下
浸
水
等
住
民
生
活

河
則
改
修
事
業
に
伴
う

各
理
事
業
に
つ
い
て

長
浜
可
-
商
品
券
の

発
行
に
つ
い
て

円
滑
な
事
業
推
進
に

向
け
努
力
を

質
問
:
・
大
和
(
郷
地
区
)
の
県
道
長

浜
保
内
線
に
つ
い
て
、
着
工
、
完
成
は

い
つ
頃
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
区
画
整

理
事
業
は
こ
れ
と
平
行
し
て
施
行
さ
れ

る
の
か
、
そ
の
完
成
は
い
つ
頃
か
。

次
に
、
新
大
和
橋
架
橋
及
び
上
成
地

区
の
流
域
水
防
災
事
業
に
早
急
に
着
手

し
、
安
全
な
地
域
に
す
べ
き
と
思
う
が
、

に
多
大
な
負
担
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と

は
十
分
認
識
し
て
い
る
。
現
在
は
、
抜

本
的
な
対
策
に
向
け
て
、
県
管
理
二
級

河
川
へ
の
格
上
げ
指
定
を
い
た
だ
く
べ

く
強
力
な
要
望
活
動
と
、
条
件
繋
備
の

た
め
河
川
占
用
等
の
事
務
に
つ
い
て
鋭

意
作
業
を
進
め
て
い
る
。

今
後
も
、
治
水
事
業
の
推
進
に
よ
る

安
心
と
心
の
潤
い
を
構
築
で
き
る
環
境

撃
備
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。叶

闘

志

意
盟
問
国
国
同

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
大
和
(
郷
地
区
)

整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
肱
川
及
ぴ
大

和
川
改
修
、
流
域
水
防
災
対
策
、
土
地

区
画
整
塑
、
道
路
改
良
の
四
つ
の
大
き

な
事
業
で
整
備
を
図
る
こ
と
に
し
て
お

り
、
現
在
、
国

a

県
・
町
で
計
画
調
整

を
行
っ
て
い
る
。
長
浜
保
内
線
に
つ
い

て
は
、
地
権
者
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

平
成
十
三
年
度
着
工
、
十
四
年
度
完
成

予
定
で
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

上流への架け替えが、予定されている大和橋

て
は
、
平
成
十
三
年
度
着
て
、
十
八
年

度
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
新

大
和
橋
は
左
岸
の
長
浜
保
内
線
に
合
わ

せ
、
現
橋
か
ら
L
L
流
へ
移
設
す
る
方
針

で
あ
る
。
流
域
水
防
災
対
策
事
業
に
つ

い
て
は
、
平
面
測
量
は
終
え
て
い
る
が

具
体
的
計
画
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

ご
指
摘
の
と
お
り
、
下
流
域
は
無
堤
地

区
が
多
く
一
般
改
修
で
は
早
期
改
修
が

望
め
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
も
円
滑
な

事
業
推
進
に
向
け
、
予
算
獲
得
等
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

可
能
な
限
り
商
品
券
の

積
極
的
活
用
を

質
問
:E
長
浜
町
商
品
券
に
つ
い
て
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
予
定

は
い
つ
頃
か
。
ま
た
、
役
場
各
連
絡
所
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で
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
一
般
分
の
商
品
券

はム
7

年
度
も
当
初
か
ら
販
売
し
て
い
る

が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
に
つ
い

て
は
、
十
二
月
に
発
行
予
定
で
あ
る
。

取
扱
場
所
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
各

連
絡
所
で
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
商
品

券
の
保
管
管
理
や
代
金
の
移
送
等
、
安

全
管
理
上
の
問
題
が
あ
り
、
現
主
は
役

場
窓
口
一
か
所
で
販
売
し
て
い
る
。
今

大
洲
市
上
須
戒
地
区
の

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
、

産
業
蕗
棄
物
魁
理
施
設

に
関
し
て
町
当
局
の

対
蕗
に
つ
い
て

山
島
壊
、
タ
ム

中
予
分
水
に
つ
い
て

安
全
確
保
に

万
全
を
期
し
て

質
問
・
:
上
須
戒
地
区
へ
の
産
業
廃
棄

物
処
理
施
設
の
新
規
設
置
に
対
し
て
、

下
流
の
八
多
波
地
区
な
ど
で
は
反
対
署

れ
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
つ
長
浜
町
と

し
て
は
、
上
中
小
道
の
王
サ
芹
戸
の
上
流

へ
の
施
設
設
置
と
い
う
市
態
を
真
撃
に

そ
け
止
め
る
と
と
も
に
、
源
水
の
定
期

的
な
詳
細
な
検
査
分
析
を
す
べ
き
で
あ

る
と
思
う
が
、
町
長
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

後
、
長
浜
町
商
品
券
に
関
す
る
運
営
委

員
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
役
場
内

で
検
討
を
加
え
、
山
甘
さ
ん
の
利
向
性
を

図
っ
て
い
き
L

た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

一
般
分
に
つ
い
て
は
、
弁
連
格
所
で
の

取
り
次
ぎ
事
務
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
木
事
業
推
進
の
た
め
、

役
場
内
部
で
も
町
能
な
限
り
商
品
券
の

積
極
的
活
用
に
努
め
、
皆
さ
ん
へ
の
周

知
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中

野

鷺

明

世
一
隅
国
国
間

答
弁
(
町
長
)
:
現
在
、
上
須
戒
地

区
に
は
、
二
一
事
業
者
が
県
の
許
可
を
受

け
産
廃
の
最
終
処
分
場
を
設
置
し
て
お

り
、
県
の
指
導
・
監
視
・
随
時
立
入
検

査
等
、
適
正
な
処
理
に
関
し
て
細
心
の

注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
。
中
」
法
施
設
は
、

地
下
水
や
周
辺
河
川
へ
の
宏
九
卜
伴
飢
、

定
期
的
な
水
守
愉
査
等
、
万
全
の
休
制

で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
叫
ん
ー
ま
で
周
辺

地
下
水
、
放
流
水
と
も
に
異
常
は
認
め

ら
れ
て
い
な
い
〉
町
と
し
て
は
、
随
時

県
よ
り
ぶ
質
調
査
結
果
報
告
を
受
け
、

関
係
機
関
と
密
接
な
連
携
を
と
り
、
最

も
上
流
に
位
置
す
る
五
号
井
戸
の
水
質

監
視
を
継
続
し
て
行
い
、
異
常
が
認
め

ら
れ
た
場
合
は
、
置
ち
に
他
の
取
水
井

戸
に
切
り
替
え
る
な
ど
の
措
置
を
古
川
じ

る
こ
と
に
し
て
い
る
。
水
源
の
本
質
訓

査
に
つ
い
て
も
、
規
定
に
基
づ
き
遺
漏

無
く
取
り
組
み
、
安
全
確
保
に
万
全
を

期
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

こ
う
い
、
つ
施
設
の
場
合
は
、
地
域
の

理
解
が
大
前
提
で
あ
り
、
適
正
な
処
理
・

管
理
が
で
き
る
施
設
の
重
要
作
・
必
要

性
を
認
識
の
上
、
水
質
の
安
全
白
川
内
J
U

徹
底
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

c

質
問
:
・
山
鳥
坂
ダ
ム
中
予
佐
木
に
つ

い
て
、
先
般
の
山
鳥
坂
ダ
ム
汁
策
協
設

会
理
事
会
で
の
、
「
流
域
は
同
一
度
調

で
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
」
と
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
。

最も上流に位置する 5号井戸

ま
た
、
社
民
党
議
員
政
務
調
査
団
来

庁
の
際
の
、
「
同
問
題
に
つ
い
て
は
来

年
千
二
月
に
ま
と
め
て
結
論
を
出
す
」
と

れ
た
一
戸
」
と
の
真
意
は
ど
う
な
の

括

答

弁

山
鳥
坂
、
ダ
ム
建
設
@

中
予
分
水
問
題

に
つ
い
て

答
弁
(
町
長
)
i
こ
の
問
題
は
、
永

年
本
町
の
最
重
要
案
件
v

と
し
て
、
町
を

L

し
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
c

此
近
、
各
地
域
で
活
発
な
動
き
が

見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の

行
動
で
あ
り
、
私
の
立
場
で
そ
れ
ら
の

こ
と
に
付
し
て
の
意
見
は
差
し
控
え
た

い
。
た
だ
、
私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
は
、
決
し
て
こ
の
問

題
を
他
人
事
の
よ
う
に
無
責
任
に
対
応

し
て
き
た
の
で
は
な
く
、
長
一
一
安
問
題
と

し
て
真
撃
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
と

い
う
自
負
を
持
っ
て
お
り
、
多
く
の
県

民
に
も
法
問
怖
を
得
る
も
の
と
信
じ
て
い

る
。
〕
か
し
な
が
ら
、
特
に
公
共
工
事

見
凶
し
問
題
に
よ
り
、
限
ら
れ
た
時
間

で
本
町
、
ヤ
流
域
に
積
極
的
な
働
き
か
け

が
起
こ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
知
事

か
ら
も
会
誌
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
近

近
の
内
に
お
会
い
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
議
会
に
報
庁

品
川

答
弁
(
町
長
)
:
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
一
括
し
て
答
弁
を
行
い
ま
す
。

6 

し
相
談
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
だ
、

町
民
に
対
し
て
の
説
明
責
任
、
玄
見
集

約
を
岡
る
努
力
も
必
要
で
あ
り
、
で
き

る
限
り
事
態
の
続
料
や
内
容
を
お
知
ら

せ
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

私
は
こ
の
情
勢
の
中
、
こ
の
ま
ま
ほ
っ

と
け
ば
中
止
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

い
っ
た
無
責
任
な
態
度
は
と
る
べ
き
で

な
い
と
考
え
て
お
り
、
最
終
判
断
は
住

民
・
議
会
・
行
政
の
総
意
に
よ
る
と
い

う
基
本
姿
勢
で
、
事
に
当
た
っ
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

ま
た
、
山
鳥
坂
ダ
ム
対
策
協
議
会
理

事
会
に
お
け
る
「
流
域
同
一
京
嗣
で
収

り
組
む
」
と
の
報
道
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
が

抱
え
て
い
る
凶
有
の
懸
念
事
項
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
、
情
報
を
共
有
し
、

相
五
に
協
調
し
て
対
応
す
る
と
い
う
基

本
姿
勢
で
臨
む
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

決
し
て
ダ
ム
建
設
分
水
に
向
け
て
同
一

歩
調
を
と
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

υ

次
に
、
社
長
党
来
庁
の
際
の
「
三
月

に
と
り
ま
と
め
結
論
を
出
す
」
と
の
報

道
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
し
て
、
現
在
議
会
と
と
も
に
懸
念

事
項
に
対
す
る
説
明
を
聞
い
て
い
る
と



こ
ろ
で
あ
り
、
つ
て
の
伎
の
ま
と
め
の
什

業
、
町
民
へ
の
報
告
と
庄
は
集
約
等
、

我
々
の
総
意
を
作
る
L
L
一
で
少
な
く
と
も

来
年
度
当
初
、
な
い
し
六
月
ま
で
ほ
時

聞
が
必
要
で
あ
る
と
、
現
時
点
で
与
え

ら
れ
る
想
定
を
申
し
よ
げ
た
も
の
で
あ

る。
最
後
に
、
四
園
地
方
建
設
局
の
事
業

評
価
喧
杭
委
員
会
委
員
長
の
発
一
一
一
一
口
に
対

し
て
で
あ
る
が
、
我
々
は
現
計
画
を
前

陀
に
諸
問
題
に
取
り
判
ん
で
き
て
お
り
、

計
画
見
直
し
が
起
こ
っ
た
場
合
に
は
、

全
く
新
た
な
事
能
い
か
ら
の
再
出
発
と
し

て
、
そ
の
問
題
に
宣
一
挙
に
取
わ
組
ま
ざ

る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

・ 11月i議
金目童青少年健全育成強調月閣

く総務庁〉

大人1']身が、社会の基本

的なルールを身をもって

次何冊代に伝え土う

¥，--一一

『未来の長浜』絵画コンク-)し

9月25日、役J易会議室で if未来の長浜』絵画コンクール」

(商ービ会主催)の作品審査が行われ、町内九小学校児γi;98人

の応専の中から、次の17点がそれぞれ入賞しました

(笥文利J田各)

官佳穂(長恨小 4年)

宇都宮静香(戎J11小 6年 )菅野辺美(長浜小

5年) よ宵札(長浜小 t年)城戸七忠(櫛生

小 2年)

lli:最優勢賞

優秀賞

山口敬朗(長浜小 6年)篠原加者守(長浜小 6 ~，~_~" ~ 1:1 
最優秀賞作品 (11 

年)鎌町長(長浜小 5年) 津田佳奈イ長浜小 11 

5年)黒JIIJ'{奈美(大手山年)坂井志帆(柴小 5年)上問未(L'-I滝い年)二宵叶

付則11小 3年)犬里子初美(柴ノト 2年)丙垣光隼(成J11小 1年)山根里香(喜多灘小 2午) I'i 

IJij川早苗(長浜高 li:fー)
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書棚脱出自申告日苛府間信宙開問問苛糊掛慰謝

塁再蹴職希望登鐸者
議 募集中 1

3「育児や介護から手が離れたら、

g もう 度働きたい」

;3， 
力ザJ~

骨一ト
をimえて

b月一A

どもたちに生の
(財)21 lfl:紀 JI哉菜子Il1トJl{土、そんな

あなた心再就職の半i泌を長期的に

パックアップしていきま寸。

Iと さj 、ドjお 12キ 11月 1 4 日(火)下段 1 叫己 O 分'~. 2 

時 50分(開場は午後 1時)

Iところ】長浜中学校体育飢妊娠、出産、育児または介護等

のために退職した方で、ヰ将守米的に

l山lりj此 1職戎をJ希希希希「奇望する方7がうヂ宮対象でで、

{入場料]中学生以下無料・ 寸]定 500円(チケットは販売 L

ません。当日受付で集めます。)

卜J記己，}拝J拝E矛務多所までで、、お気軽にお巾 L

込みください η

夜録、 f'iプじ(土尚子'P、 I111科です。

E 容 3
。再就職び)，供向iJに 役 立 つ 情 報 誌

IRe. [ミe (1) .ピ~ . ) I を 定 期 的

にお届けしま寸

{出演者]カザルス

合奏団(上田真一‘と

ゆかし、な仲間だち)

I主催 } ふ れ あ い コ

ンサ←ト'支1J主主日会・

長浜町教育委仁iニミ

。ネットワ』クづくしjに役立つ交

流会、再就職準備セミナーなどに

参加できます。

【お闘い合わせ1長

浜町教育 委 員 会 教 育

課(宮52-1111・幅2

161 )まで。 8月に町体育館で開催されたふれあいコンサート

(J再就職の準備などについて、個

別相談が受けられます。

。財1.J1指定の教育訓練を受講する

際、 2割引(特定の講座において 長浜町絵入り年賀はがき抗進

は 5割引)ぴ):)~JJ引券を発行します。 協議会では、 11肱川あらしと長浜

【お問い合わせ3伺 21世紀職業 大橋J(~ゲ真)と i 亦惜J (C G) 

財団 愛撮 事務 所(干790-0011松山 を題材とした平j戊l;:l'T1fー賀はが

市千舟町 4T自 4-3松山MCヒル きを販売しごいます 「肱川あらしと長浜大橋」

3階:官()89-921-5660)まで。 限定山Iiで守ので、お '1'めにお

5在~在桜諮邸2主京:::持:宅:::~将♂在守訪端::::窃.. 在.官5凶

4器:平戚12之隼E産霊
県民総合文化祭

器「世紀を馳せる創造の風

~~~ 一花開く 愛媛の文化 」

求めください〉

{金相] 1枚 53円

{ごJ主文・お問い合わせ1長 浜

町絵入り年賀はがき推進協議会

(役場経済課内:盟52-1111・1合1

とき 11月 4日(土) ~ 2 6 121) まで。
「赤橋j

円(日)

ところ 県民文化会館を主会場に、

南予・東予でも総 合 フ ェ ス テ イ パ

ルが開催されます。

;;新刊情報です ~長浜町立図書館~

書名 著者鱗議脚

。年すごのすべて 宮武 剛 協議麟 <r;;--c.l!'uこ附

こ;あやし 宮部みゆき ま烈熟語為性?ド

な お 、 詳 細 は 、愛媛県教育委員

会文化スポーツ部文化振興課内短

県民総合文化祭実行委員会事務局

(告089句 941-2111)までお問い合

わせぐださい。

: (~)- f浮川野ri1裏切り」 西村京太郎 知議議iiご地 i 
。ここまでわかる病気の自己診断 奈良信雄 議議鍾 i

。薬と rti~ミヲ不 橋本信也

。水彩'~出く主:lft~'- 山手正彦， ， 
I._..__幽圃幽且 園田盟国司園園田--鴫輔副理圃圃盟国園田・園・ E 園田園田園田園同開閉欄開園圃・回開閉胆回世回目冒胃園ー田司園田明町園田 E ・劇画園.
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ふれおい会館だより

税に関する

愛媛労働 局 で は 、 パ ー ト タ イ ム

労働法及び指針の周知徹底を図る

とともに、ノTートタイム労'11動に関

する啓発活動のー環として、下記

のとおりセミナーを開催します。

書道作品展 E自由寺]平成 12年 11月 11日

大洲市-喜多郡 内 の 小 中 学 生 に (金)午後 1 時半~3 時半

よる、税に関する書道作品 3 5 0 (場所]東京第一ホテル松山

点、が展示されます。 【対象1企業人事労務担当者

E期間.] 1 2 月 1 日~ 1 0自(月 〔参加費]無料

曜 日 休 館 : 午 前 9時~午後 5時) 【内容]事例発表園講演

E場所3ふ れ あい会館ギャラリー

院議審議官言…
I場所1大i1+1商工会館

{内容]税金に関すること全般

[担当]高松国税局税務相談室

中小企業主の皆さんへ

ノfートタイム労働者の雇用管理

改 善 の ため、常時10人以上のパー

トタイム労働者を雇用する場合は

「短時間雇用管瑚者」を選任しま

[8時.] 1 2月 8日(金)午前 1 しよう。

0時~午後 3時 【お問い合わせ〕愛媛労働局雇用

E問活醇臓器綿賠臨翠蹴服部部掛解剖在蹴車蝦 均等室(宮089-935-5222)まで。

器ハ口ーワーク大j掛から ・3翻糊糊綿糊榔詰鵬偶語脚脚部主主潮

患 のお知らせ寝屋嬢園保健定期相談

111月は「建設雇用改善 g について
推進月間」です 大 洲 保健所では、難病医療・精

建設業を営む事業主の皆さん、 神保健および感染症対策のーっと

職場の雇用改善は進んでいますか。 して、次 の と お り 定 期 相 談 を 実 施

若年労働者、技能労働者の育成・ しています。

確 保 の た め に も今一度、雇用管理

のチェックを行二いましょう。

雇用管理に関す る ご 相 談 は 、 お

気 軽 に ハ ロ ー ワークまでお問い合

わせください。

ハ口一ワーク大洲
宮 24-3191

f脳部世話誼担混乱句棋士自制掛端~~~:均詰拘置抵掛:::;::嚇

語11月 18 ~10 自{ま
gパートタイム労働旬間
器 です

ノfートタイム労働者は、近年著

しく増加し、我が国の経済活動に

欠かせない重要な存在となってい

るものの、多様な就業意識や就業

実体を踏まえた、適切な雇用管理

が 行われていない等の指摘がなさ

れています。
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。難病医療相談
(要予約・無料)

I日時]毎月第 3火曜日(午後 1

時~3 時)

I相談員]医師・保健婦・ケース

']-iJー

。精神保健福祉相談
(要予約@無料)

[日時l毎 月 第 3金曜日(午後 1

H寺~3 日寺)

I相談員]医師

。エイズ検査・相談
(要予約@無料)

[日時]毎月第 1 ・ 3火曜日(午

前11時~12時)

{キ目言炎員] I室自市.1呆f建立需

[その他]氏名は不問。

※エイズ予防週間中の12月 1日

4日. 5日は、夜間(午後 5時~

8時)も予約検査受付ができます。

。結核@一般健康診断

[日時1毎週火曜日(午前 9時~

10時)

[料金}有利

@HTLV一一抗体
陽性者相談

(電話相談、来所相談・圃・
無料@要予約)

[lf時]祝祭日を除く月曜日~金

曜日(午前 9時 ~ 午 後 4時半)

[相談員1医師・保健婦

[その他I匿 名

患者さんを抱えるご家族や、感

染不安をお持ちの方、お気軽にご

十日言炎くだ、さしミ。

場所園お問い合わせ

大洲保健所 2階催康相談室(官 2

4-3165) まで。

骨存関~~~話相::1:"::=':::::詩鋭部詰持潟潟県沼::::::-':-':::''3丘在留部活ø.~

語圏の「教育口一ン」
患 のご案内

Iご融資額1学生・生徒お一人に

つき 200万円以内

I利率l年 2. 2 % (固定金利・

平成12年 9月 1日現在)

{ご返済期間] 1 0年以内

I据 置 期 間 】 在 学 期 間 以 内 で元金

据置可能

[保証] (矧教育資金融資保証基

金または、連帯保証人(1人以上)

{その他] 6カ月間以上の海 外留

学資金も対象となります。

[お問い合わせI国民生活金融公

庫松山支庖(〒790-0003松 山市三

番町6-7-3 :宮089-941-6148) まで。

~::.::._~蹄蹴瞭蹴琵琵琶語部現在期~::ml誤訳語告白蹴樹君主

護人権問題に関する
5 総合12時間電話相談

I日時] 1 2月 8日(金)午前 9

時 ~ 午 後 5時

電話番号
7 リーダイヤ)l，..

0120-025圃 550



行財政改革や地方分権ガ推進される中、それぞれの自

治体自らガ¥簡素で効率的な行政を進めるため、給与や

定員管理のあり方を町民の皆さんにこ理解とご協力を得

ながら、一層の適正化を図ることガ求められています。

町職員の給与などについては、既にご存じのように¥

議会における審議を経て決定されておりますガ¥行革の

一環として町民の皆さんに職員給与等の実態を、正しく

理解していただくため¥平成12年 4月 1日現在における

長浜町職員の給与・定員管理等の状況を次のように公表

します。

(1 )人件費の状況(普通会計決算)

住民基本 台帳 !歳 出 額 i
1 1 実質収支( 12.3.31) A 

11年度 9，874人 I 7，474，915千円 212，734千円

間人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

(2 )職員給与費の状況(普通会計予算)

人件費
B 

1，308，534千円

人件費率
(B/A) 

17.5% 

(参考)10年度
人件 費率

21.6% 

料
一
己一千一

一
I
A

斗一。

一
刈
一
ん

一
ω一
せ

給
一

5
一
戸
山

1
i
十
斗
含

7
k

一
一
を

量

一

一

当

員

A

一
似
一
時

一

1
-
ま

職

凱

手白日
H職制

訂

給与費

職員 手 当 l期末勤勉手当

94，063干円 276，357千円

計
B 

979，834千円

1人当り給与費
(B/A) 

6，011千円

(3 )職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況(12年4月1日現在)

般行政職

平均給料 | 平均給与 i 平均年齢 i 平 均 給 料
月額|尽額-r)-<) -'-t- ~!J j 月額

320，599円 342，030円 43.9歳 215，864円
326，106円| 一 39.9歳 289，315円

。主)1 般行政職は、税務職、看護司保健婦、保育土、水道職、技能労務職を除いた職員です。
2 技能労務職は、調理員、寮母、電話交換手の職員です。

平 均 年 齢

49.1歳

47.9歳

(4 )職員の初桂給の状況(12年4月1自現在)

技能労務職

平 均 給 与
月額

218，158円

給

長浜

初任給

174，400円
141，900円

町

採用 2年後
経過日給料額

188，900円
151，800円

(5 )一般行政職の級別職員数の状況(12年4月1日現在)

国

後
額
一

年
料
一
円
一
円

2
給
一
町
一
明

;
日
一
位
げ
は

用
週
一
旦
日

採
経
一
一円

一
円

ハけ
U

一ハ
Hυ

ハい
V

一ハ川
u

anu
寸一ハ
ud

A

斗一
41!

勺
l
f
一，
A
H斗

初 工ムイ

区 分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

標準的な i主事補 主 事 主任主事 係 長 課長補佐 課 長 総括課長
言十

職務分類

職 員 数 4人 14人 16人 24人 30人 18人 2人 108人
構 成 比 3.7% 13.0% 14.8% 22.2% 27β% 16.7% 1.8% 100.0% 

参考 I 1年別の構成比 3.6% 17.1% 10.7% 28.7% 卜-2E4坐.3% 」 121%
1.4% 100.0% 

I 5年目Uの構成比 9.0% 15.3% 6.3% 32.6% 11.1% 1.4% 100.0% 

組 1 長浜町の給与条例に基つく給料表の級区分による職員数です。
2 標準的な職務分類とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

( 6 )特別職の報酬等の状況(12年4月1日現在)

区分 給料、報酬等の月額 期 末 手 当

町長 800，000円 ( 11年度支給割合)
助役 647，000円

収議入役長
599，000円 6月 1.60月分

272，000円
12月 1.65月分

220，000円
3月 0.50月分

議員 207，000円 言十 3.75月分
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(7 )職員手当の状況

区分 長 浜 町 国

( 11年度支給割合) ( 11年度支給都合)

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

期末手当芯
6月期 1.60月分 0.6月分 6月期 1.60月分 0.6月分

12月期 1.65月分 0.6月分 12月期 1.65月分 0.6月分

3月期 0.50月分 3月期 0.50月分

計 3.75月分 1.2月分 言十 3.75月分 1.2月分

(支給率) 自己都合 勧奨-定年 (支給率) 自己都合 勧奨・定年

勤続 20年 21.0月分 28.875月分 勤 続 20年 21.0月分 28.875月分

勤続 25年 33.75月分 44.55月分 勤 続 25年 33.75月分 44.55月分

退職手当
勤続 35年 47.5月分 62.7 月分 勤 続 35年 47.5月分 62.7 月分

最高限度額 60.0月分 62.7 月分 最高限度額 60.0月分 62.7 月分

その他の加算措置 その他の加算措置
定年前早期退職特別措置 (2%~20%加算) 定年前早期退職特別措置 (2%~20%加算)

特 殊

勤務手当

区分

扶養手当

住居手当

通勤手当

退職時特別昇給 2号給以内

11年度支給総額

職員 1人当たり平均支給年額

11年度支給総額

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員 1人当たり平均支給年額

手当の種類(手当数)

退職時特別昇給 1号給

11.413千円

69千円

5，166千円

28.3% 
111千円

14 

代表的な 支給額の多い手当 火葬場等勤務手当・青島診療所勤務手当・保育業務従事手当

手当の
多くの職員に支給名 称
されている手当

保育業務従事手当・老人施設勤務手当・税務職員等勤務手当

長 浜 町
国の制度
との異同

1 )配偶者 16，000円
2)扶養親族2人目まで 5，500円
3)その他 2，000円 同
4)配偶者のない職員の扶養親族 1人目 11，000円
5) 定の年齢の扶養親族 1人につき 5，000円を加算。

1 )借家住居者は、家賃と12，000円の差額が11，000円に達するまでその額を
支給(支給限度額 27，000円) 同

2)持ち家住居者は 1，000円(ただし、取得後5年以内は 2，500円)

1 )通勤距離片道2km以上で父通機関利用者は運賃相当額
吉日2)交通用冥利用者は片道距離による定額方式

3)支給限度額 50，000円
異

(8 )定員の状況(12年4月1日現在)

国の制度と異なる内容

2 )は国の定額方式と
同じであるが支給額ガ
異なる

区 分 職 事言t 数 対日U 年増減数

吉日 門 平成10年 平成11年 平成12年 平成10年 平成11年 平成12年
議 .d. 2 2 2 ヨ三三

福祉 総 手主 30 30 29 
関係 手見 務 7 7 7 
を除

農林水産 17 15 14 2 
く一
般行 商 工

政 土 木 12 13 14 
計 69 68 67 5 

福祉
民 生 64 63 63 

関係
衛 生 12 14 15 2 

計 76 77 78 
般行政計 145 145 145 -4 

特別 教 育 18 17 15 2 2 
行政 言十 18 17 15 2 2 

公営
病 院

水 道 4 4 4 
企業

!その他 9 9 9 等
言十 14 14 14 

d口"- 言十 177 176 174 -2 2 

姐職員数は般職に属する職員数で、嘱託・臨時職員等を除いています。
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I年麗上半
予算執行;

(一般会計)

@恒%

財政事情の作成及び公表に関する条例により、平成12年

度 9月末現在の長浜町の財政状況を公表します。

i;}，Q 11 ¥の執行状況は、前年同期比 5.9 %1付加し、金額で

は 2億 4175万円の増となっています。

J友人についても、前年同期比 4.5%増加し、金相では

63097)2千 fI Jの増となっておりますの

長浜町長西田洋一

L12年度 一 般 会 計 執 耐 コ

71.5% 27億4068万9千円(19億6082万8千円)

13億6924万2千円(1億6664万2千円 1

25.0% 二コ鳩山方4千円(2億22857]6千円)

7億3654万4千円(4億7943万6千円)

5億332方4千円(558万1千円)

2億7185万3千円(2億7185万4千円)

11意6638万3千円(6367万8千円)

8000万円(5375万2干円)

7878方7千円(3563万円)

21意8281万4千円(9912万2千円)

担竺。

国主主

10 15 . ~fq .• 
15億2168万3千円(4億901万6千円)

111音9746万3千円(3億4116万7千円)

10億8099万円(4億1059万8千円)
「

10億7465万3千円(5億1402万9千円)i 

B億5150万9千円(3億1964方2千円)

4億8178万7千円(1億5480万3千円)

3億7895万円(1億8580万1千円)

11意7880万5千円(7779万8千円)

1億5533万9千円(3453万4千円)

2億95万1千円(5694万6千円)

12 



収入溝額

舗館関31フヲ富千丹

完成間近の晴海ふれあいパーク

l特 車日 一晶君 十一

国民健康保険

品鵠長 予一一一算日印一額配1f&1，1凹
収入済額額[ 3お88，01凶8千円

3まz支出済額 ω'却，230お捌3ω011ド円Iリj 

円

円

円
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h
U
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ワ
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ρ
h
u
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U

健
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7

j

-

P

百
回
【
八
百
日
汽
百
日
〔

コιhr

会
者
会
昔
令
官

21ι
・

子

一

文

H

文
月

人

日

肌

拙

老

議
港湾施設事業

予算績 17，308 T円

収入済額

支出済額

予算額

収入済額

支出済領

-13 

着工が待たれる養護老人ホーム等用地

国民健康保険直営診療所h予算額臼
収入i済斉額 1う7花66干千ム円

ι9 支山山i済斉額 5，9訓9引13千円

住宅新築資金等貸付事業

{.h 予算額 14，749千円

古7位台 収入済積 4，598千I[J

1闘戸高下 支出済額 231lLJ 

簡易水道事業

広訂 予算領

I :ii 収入済額
I ~ 111、
1((<王三23 支出済額

土地取得

遜緯 予 算 額 一 円

二え会話~--収入i斉額 O千円

一、」ご礼子? 支出済額 41，709千円

介護保険

/ヘ f可予算額
/一

(一一:JC:;?J収入済額
心ぎL、l7V'¥支出済額 141，553千円

税別収入状況 (単位千円)

税種目リ 予算績 収入済額

町子 民 f見 262，672 150，668 

固定資産税 380，989 265，456 

軽白動車税 15，091 16，151 

たば、こ干見 51，088 21，501 

特別土地保有税 26，704 25ヲ660

736.544 似必61

(企業 ム一品 ιι 

水道事業会計

収益的収入i斉領

収益的支出済額

72，039千円

72，878TIIJ 

工業用水道事業会計

10，262千円

7，573千円



t議鹿備陣岨

割弱強謹盟諸佐高謀議語輔輔居間輯臨

平成 12年 4月 1t:Iかん国民健康保険訟が改正され、国保税を滞納すると保険証を返していただき「資

格証明書」の発行が義務づけられました。

Q ~南院へ行かな〈ても国保税は車内めなければいけないの?
同保加入者の皆様が病j(¥_ベコけがをした時、安心して医療を受ljられるように、日頃からみんなが保 険

税を H'，!~合って医療の給付を支え合う「相互扶助」が基本となっていまれ

そのため、国保税の滞納が増えると国保財政が維持でき令くなり、国保税を増税 d一るなとぐの措置が必

要となります。

また、州院へ行かないからと言って凶保税を滞納すると急、な病気やけがをして耐院へ行く必要ができ

たとしても、保険が利用できなくなり、全額自己負担となります

Q I資格詰明書」とは何?

通常病院へ行った場令は、保険証を提出し、 3割の自己負何で済むようになっています。しかし、資栴

証 明 書 に な ると 7割分の保険が利用できませんので、10割(全額)向己負判じなければなりません。

※ r 7割は、 舵 被 保 険 者 の 例 1 

Q くらい滞納すると「資格証明書」にな

法律で定められているのは、災害などの特別な事情もなく、

保 険 税 を 件 納期から 1年間以上納めないでいる場合ですc

Q 過去の闇課税の滞納が高額で、一度に納税する

ことができない場合は?

本来は、滞納をすべて解消することが窄ま し い で す が 、 一

度に納税することが負担となる場合カ宝考えられますυ そういっ

た場合の対応につし、ては、平成12年度分は、きちんと 12年度

中に納税することしかありません。さらに、過去の滞納分に

ついても分納などできちんと納税して下さい。

[お問い合わせl役場保健介護課国保係

(宮52-1111園(有)2070まで。

浜田]的哩A直信冒と

? 

カ七、は 1]"治生活のちょっとしたスキに入り込みます。プJゼをひかないようにするには、千子段から健康色=

理に気をつけることが:大切です。

〔老人塵醸費と力ゼ〕

長浜町の老人医療費とカゼの閲係については、次ページの斗主成 11年度長浜町老人医療費の月別推移

をはていただくと、 1年を.it!1しどたくさんの山齢者が病院で'去診されたとみられる大きな山が 2つ目立

ちま 寸 。 そ のうちの 1ゥポ 10月から 11月といった季節の変わり日に当たり、カゼが受診の原因の 1

っとして考えられますれ

14 



総塵護費 事長堂開 1費F事麗韓
(百万円)

180 

170 

160 

150 

140 

130 

zi 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 zA 2 
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

11/ノ)' 分 分 分 分 分 分 分 分 分 12 ，ノ)' 分
年 年

E書~;#会p 療 月 (老人医療費は 3 月 ~2 月ベース)

〔たかが力セ¥されど力セ〕

高 齢 者 の 場合、体力や免疫力、防御力が低下しており、ちょっとしたカゼから肺炎にもなりかねませ

ん。

〔転{まぬ先の3つの力ゼ予防〕

カゼをひけば、お天気が良くても何もできず、只じっと我慢して寝るだけで寸。「そういうのはし寸コ

だ」、という人は次の「転は、ぬ先の 3つのカゼ予防」を心がけてください。

1 手を洗う

カゼは空気 感 染 よ り も 、 カ ゼ を ひ い ている

人に直接接触し、(手に触れたり、受 話器

など共通に触れる物を通じて)その手を 洗 わ

ないまま自分の鼻や日、口に触れるとい っ た

感染がもっとも高いようです。

2胃 うがいをする

うがしミは口の中の細菌やウイルスを洗い流

し、口の中を清潔にします。更にうがし、薬を

使えば、よりウイルスの感染を少なくします。

3 室内の換気と湿気

汚れた空気はウイルスだけでなく、 健康そ

のものにもよくありません。また気温が低く

乾 燥した空気はウイルスの繁殖を活発に し ま

す。室内を換気し、温度、湿度も適度に保ち

ましょう。
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期関陣畏建骨盤

を販蓋します

(月)~鶴田瞳)
長浜町では消費の町外流出防止を図り、町内の消費拡大による経済効果、及び景気の

浮揚対策により、町民の皆さんに元気 になっていただくため、昨年から長浜町商品券を

販売しています。

今年度も、一般分の商品券については 4月から販売しているところですが、昨年皆さ

ん か ら ご 好 評を得ましたフ。レミアム付宮商品券について、今年も次のとおり販売するこ

とになりまし た。

有効期間 31日まで使掃できます

E販売場所]役場窓口、喜多灘連絡所、櫛生連絡所、出海連絡所、

大 和連絡所、豊茂連絡所、 白滝連絡所

【販売期間〕平成 12年 12月4日(月) ~ 12月 8日(金)までの 5日間

(ただし、完売した時点で終了させていただきます。また、

売れ残り分については、 12月11日から役場窓口で販売しま

す。)

【蝦売時間]0役場窓u...午前 8時30分~午後 5時

0各連絡所・・・午前 9時30分~午後 4時(ただし、 12-13時

は除きます)

E販売枚数(組数)]0役場窓口"'3.500組 O喜多灘連絡所...410組

。櫛斗;連絡所・・・680組 OtB海連絡所...520組

。大和連絡所"'1，100組 O豊茂連絡所...520組

。白滝連絡所ー"1，270組

日義人限度額"] 1人 1I凸150，000円まで。

Eその他]今年度発行のプレミアム付き商品券には、

抽選券は付いていません。

[お開い合わせ〕
役場経済課商工観光係

(合52-1111園(有)2121)まで。

長浜町商品券は、

額面は500円の 1種

類で、特定事業者と

して登録いただいた

商j吉なら町内のどの

おj吉でもご利用でき

ます。また、有効期

聞は、発行した翌月

から 3か月間です。

町内でのお買い物

はもちろん、お歳暮

や出産。快気祝い、

卒業・就職祝い、入

園・入学祝い、香典

返し、記念品などに、

ぜひ長浜町商品券を

ご利用ください。
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も
っ
鉱
知
っ
宮
鍋
臨
む
い
か
ら
も
E

且民福@G)加入閥慢の員副官事

一
国
民
年
金
制
度
唯
一
蓮
月
間
一
で
す

期
間
中
は
、
愛
媛
社
会
保
険
宇
務
局
・
社
会
保
険
事
務
所
・
市
町
村

が
一
体
と
な
っ
て
住
民
の
皆
様
に
国
民
年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
一

層
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
県
下
各
地
で
広
報
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

人
生
別
年
時
代
を
迎
え
、
人
口
の
高
齢
化
が
加
速
を
続
け
る
現
在
、

若
い
世
代
か
ら
公
的
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
ゐ
こ
と
は
安
心
し

て
第
+
一
の
人
生
を
過
乙
す
た
め
、
ま
た
充
実
し
た
老
佼
を
送
る
た
め
の

所
得
保
障
と
し
て
の
公
的
年
余
制
度
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す。
厚
生
省
の
「
干
成
日
年
国
民
生
活
基
礎
調
主
人
に
よ
れ
ば
、
日
歳
以

上
の
人
の
い
る
世
帯
の
う
ち
一
公
的
年
金
・
恩
給
を
受
給
し
て
い
る
世
帯

の
割
合
は
附
%
に
達
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
高
齢
者
世
帯
(
男
日
歳
以
上
の
み
で
惜
成
す
る
か
、
ま

た
は
こ
れ
ら
に
国
歳
未
満
の
未
婚
の
人
が
加
わ
っ
た
世
帯
)
の
平
均
一
川

得
に
占
め
る
公
的
年
金
・
恩
給
が
総
所
得
の
則
%
で
あ
る
世
帯
の
割
合

は
則
%
と
な
三
」
お
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
公
的
年
会
改
老
後
生

活
を
支
え
る
柱
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
「
困
民
年
金
制
度
推
進
月
間
」
一
γ
は
公
的

年
金
の
暴
徒
と
な
っ
て
い
る
組
長
年
金
の
仕
組
み
ゃ
内
容
を
正
し
く
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
付
で
な
く
、
障
さ
ま
た
は
死

亡
に
よ
り
所
得
の
損
失
の
あ
っ
た
若
年
層
・
中
高
年
層
に
対
し
て
も
年

金
を
支
給
し
て
安
定
し
た
生
活
を
維

持
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
広
報
活

動
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

月
間
中
に
、
街
角
で
「
同
民
年
金
」

の
文
字
を
見
か
け
た
ら
、
ご
家
族
・

友
だ
ち
同
士
で
同
民
年
金
に
つ
い
て

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

一
ぼ
く
が
一
年
の
ご
ろ
、
同
級
生
の

一
A
者
が
、

B
君
と

C
君
に
い
じ
め
ら

一
れ
て
い
た
っ
止
め
た
く
て
も
こ
わ
く

一
て
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

一
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
後
、
は
く
は

一
A
君
を
な
ぐ
さ
め
に
行
っ
た
け
と
、

一
声
が
か
け
づ
ら
か
シ
た

o
A
君
は
泣

一
き
顎
で
暗
い
顔
だ
っ
た
。

一
そ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
楽
し

一
い
は
ず
の
体
み
時
間
も
楽
し
く
な
く

一
な
っ
た
「
心
の
中
が
す
了
さ
り
し
な

一
く
て
、
頭
の
中
か
ら
い
じ
め
ら
れ
て

一
い
た

A
君
の
す
が
た
が
消
え
な
か
っ

一
た
。

一

A
君
は
休
み
時
間
に
あ
ま
り
外
に

一
出
な
く
在
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一
週
間

一
ぐ
ら
い
だ
っ
た
け
ど
、

A
君
は
何
も

一
な
か
っ
た
よ
う
に
集
団
そ
技
し
て
い

一
た
。
け
れ
ど
、

A
君
は
た
ま
に
考
え

一
こ
ん
で
い
ろ
こ
と
が
あ
り
、
あ
ま
り

一
B
君
と

C
君
と
逝
ん
で
い
な
か
っ
た

一
ょ
う
だ
つ
た
。

一

今

は

A
君
も
B
君
も
C
君
も
、
い
っ

一
し
ょ
に
遊
ん
で
い
る
け
ど
、

A
君
は

い
じ
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
活
え
て
い

た
つ
や
っ
ぱ
り
い
じ
め
ら
れ
た
方
は
い

じ
め
ら
れ
た
こ
と
を
党
え
て
い
た
の
だ
。

で
も

B
Aと
C
君
は
由
一
か
た
ち
が

A
君

を
い
じ
め
た
こ
と
を
覚
え
て
い
な
か
っ

た。
B
君
?
と
(
し
君
ほ
あ
宝
ま
り
も
し
な
い
。

あ
や
ま
ら
な
い
二
人
も
い
け
な
い
が
、

何
も
で
き
な
か
っ
た
自
分
が
く
、
ャ
し
い

よ
う
な
気
が
す
る
c

あ
の
時
、

A
君
を

「ぼくのねがいJ

な
ぐ
さ
め
て
い
れ
ば
、

A
壮
は
も
ウ
と

早
〈
B
君
と

C
宗
と
遊
べ
た
か
も
じ
れ

な
い
考
、
λ
こ
む
と
と
も
少
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
し
と
う
し
て
先
生
に
も

百
え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
三
人
も

相
手
が
い
る
か
ら
こ
わ
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
今
度
は
自
分
が
い
じ
め
ら

れ
る
と
思
っ
た
の
だ
ろ
、
っ
か
。
け
れ
ど
、

こ
わ
が
ら
ず
に
先
生
に
一
一
百
フ
た
り
、
い

じ
め
た
万
の
子
に
と
う
一
一
百
わ
な
い
と
い

け
な
い
と
思
う
。
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「
な
ん
で
あ
ん
な
こ
と
を
す
る
ん
だ
。
」

じ
っ
さ
い
は
、
で
き
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
や
っ
た
方
が
い
い
は
ず

だ
。
一
つ
の
か
い
け
つ
方
法
に
な

る
か
ら
だ
。

ぼ
く
は
い
じ
め
た
方
が
覚
え
て

い
な
い
の
は
な
ん
だ
か
、
ひ
き
ょ

う
み
た
い
な
、
ひ
ど
い
み
た
い
な
、

言
葉
で
は
い
い
に
く
い
変
な
感
じ

が
す
る
。
い
じ
め
ら
れ
た
人
は
時

が
た
つ
と
わ
す
れ
て
し
ま
う
と
忠
っ

て
い
る
の
だ
ろ
ろ
か
。

や
ら
れ
た
人
は
思
い
続
け
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
う
な
コ
た
時
は
、

ゃ
っ
た
万
は
無
責
任
な
感
じ
が
す

る。
世
界
か
ら
い
じ
め
が
な
く
な
れ

ば
い
い
の
に
。
そ
う
す
れ
ば
み
ん

な
仲
良

L
に
な
れ
る
。

み
ん
な
が
、
み
ん
な
仲
良
く
し

た
い
と
思
え
ば
か
な
う
か
も
し
れ

な
い

J

ぼ
く
は
そ
ん
な
陛
界
を
ね

が
勺
て
い
る
。



昨
年
十
一
月
号
で
ご
紹
介
し
た
英
語
指
導
助
干
の
ス
テ
ィ

I
ベ
ン
・

ド
ル
セ
ッ
ト
さ
ん
。
一
日
比
一
山
町
で
の
宅
活
に
も
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
た
ご

様
子
で
す
。

現
在
は
、
失
語
指
導
助
手
と
し
て
、
毎
週
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

は
長
浜
中
学
校
で
、
月
曜
什
は
各
小
学
校
や
教
育
委
員
会
事
務
局
で
勤

務
さ
れ
て
い
ま
す
り

外
国
青
年
招
致
事
業

(
J
E
T事
業
)
の
期
聞
は
最
長
で
三
年
間
で

す
が
、
一
年
を
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
一
年
間
で
、
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
日
本
語
が
上
手
に

な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
概
要
を
紹
介
し
ま

す
子
ど
も
た
ち
は
、
私
を
わ
に
川
で
呼
ん

で
く
れ
る
し
、
よ
く
あ
い
さ
っ
し
て
く

れ
る
し
、
優
し
い
し
、
こ
の
一
年
で
と

て
も
親
交
が
深
ま
り
ま
し
た
【
授
業
で
、

英
語
の
ゲ
l
ム
を
し
た
り
、
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
で
用
い
る
カ
ボ
チ
ャ
の
作
り
物
な
ど

を
み
ん
な
で
作
っ
た
り
し
た
こ
と
は
、

い
い
思
い
出
に
な
る
で
し
ょ
う
。

休日はよく好きな絵を描いています

一
一
一
訳
濃
の
生
活
に
は

料
枯
れ
ま
し
定
か
?

長
浜
は
、
本
当
に
JH然
が
き
れ
い
で
、

み
ん
な
優
し
く
て
と
て
も
い
い
と
こ
ろ

で
す
。
嵐
太
鼓
を
敵
い
た
り
、
併
つ
き

を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
お
正
月
に
山

石
寺
へ
参
拝
に
行
か
せ
て
も
ら
っ
た
り

と
、
伝
統
的
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
て
と
て
も
満
足
し
て
い
ま
す
、

休
日
は
ど
う

過
ご
レ
て
い
ま
習
か
?

好
き
な
絵
を
描
い
た
り
、
映
画
を
見

に
行
っ
時
々
松
山
方
面
へ
買
い

物
に
出
か
け
た
り
し
て
い
ま
す
。
夏
は

よ
く
海
水
浴
に
も
出
か
け
ま
し
た
の
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リ
ロ
ロ
「
一
一
山
口
図
口
図
口
臼
口
図
口
図
口
巴
口
巴
口
図
口
図
口
口

υ口

一
川
同
こ
紹
介
し
た
と
お
り
、
芸
術
家

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
員
で
も
あ
る
ス
テ
ィ
ー

ベ
ン
さ
ん
。
わ
ず
か
な
趣
味
の
時
間
を

利
用
し
て
、
長
浜
の
自
然
な
ど
の
油
絵

を
描
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
同
、

数
あ
る
作
品
の
中
か
ら
、
約
一
一
か
月
が

か
り
で
描
い
た
「
赤
橋
か
ら
沈
む
夕
陽
」

と
題
し
た
五
O
号
サ
イ
ズ
の
絵
一
枚
を
、

長
浜
町
ヘ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
た
だ
き

ま
し
と
-

ス
一
ナ
ィ
l
ベ
ン
さ
ん
は
、
「
長
浜
の

自
然
は
と
て
も
す
ば
ら
し
い
。
今
回
J

E
T事
業
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
お

礼
に
、
ぜ
ひ
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
も
ら

い
た
か
っ
た
。
皆
さ
ん
が
、
こ
の
給
を

見
て
私
の
こ
と
を
思
い
だ
し
て
ぐ
れ
た

ら
幸
せ
で
す
己
と
笑
顔
で
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
コ
ま
た
、
そ
の
他
の
作
品
は
、

十
一
げ
川
に
重
信
町
で
開
催
さ
れ
る
展
覧

会
仁
出
品
予
定
だ
そ
う
で
す
。

ス-
T
ィ

l
八
〉
さ
ん
、

紅
色
健
康
に
防
気
寄
付
け
て
春
宮

参
宮
頑
張
っ
亡
く
挺
古
い
給
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
だ
い
た
絵
と
ス
一
ア
ィ

l
ベ
ン
さ
ん



~盟国_."..，句ー"::iIrツ 促進事業~
地域インターネット導入促進事業により、

この 11月から長浜町のホームページが開

宣生さオlました。

このことに よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト をj舌用

して町民の皆さんのみで、なく多くの人たち

と 、 い ろ い ろな情報のやりとりや交流の場

を設けるなど、便利で、楽しいまちづくりを

目指します。

立命事業官、
殺岱~?轄と革審行い審曹。

長浜町の概要やイベントなどを広〈紹介します。

2 役場での手続が慢利になります。
0ホームページに役場で行っている仕事の 内容や広報紙、手続の方法、施設予約情報などを掲載し、一

部インターネットで申請できるなど、手続を便利にします。

3 住みよい町づぐりなどについての意見や提言を受け付けます。
0役場への質 問や意見、提言等を送信いただき、住みよい町づくりに役立てます。

4 人命や財産を守るための防災情報を発信します。
O道路通行止め・制限、天気情報、災害の予防や発生時の対応についで情報を提供しますの

5 長浜町ホームベージで、楽しい交流を行うことができます。
0趣味の情報や、譲ります譲ってくださいなど、みんなの楽しい交流の場を提供します。

6 その他の便利なシステム
0インターネットをしていない人や高齢者などにも便利な、電話からの音声ガイドによる情報の提供や、

携帯電話の 1 モ ー ド で も ホ ー ム ペ ー ジ を見ることができ、多くの人に便利な情報を提供します。

このシステムは、より多くの皆さんにご利用いただき、ご意見をいただくことによって、より便 利

ですばらしいものになっていきます。さっそく今日からアク七スしてみてください。

〔お問い合わせ]役場総務課情報管理係(倉52-1111園(有)2022)まで。

盟ホームベージアドレス 置 iモード対応

http://www.town且nagahama.ehime.jp/ http://www.town.nagahama.ehime.jp/i/ 
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秋
風
を
受
け
な
が

ー
タ
や
け
ト
ロ
ッ
コ
列
車
i

九
月
二
日
と
二
↓
日
の
二
日
間
、
双
海

町
上
灘
駅
か
ら
伊
子
長
一
浜
駅
間
で
恒
例

と
な
っ
た
タ
や
け
ト
ロ
ッ
コ
列
車
が
運

行
さ
れ
、
延
べ
約
白
て
十
人
が
海
岸
廻

り
線
の
列
車
の
旅
を
楽
し
ん
だ
。

一
一
日
に
は
、
木
迭
で
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
の
客
車
に
約
六
十
人
が
乗
車
〈
中

に
は
、
沈
み
ゆ
く
夕
陽
を
パ
ッ
ク
に
一
記

念
写
育
ぺ
を
間
報
っ
た
り
、
幾
分
涼
し
く
な
っ

た
夕
刻
の
そ
よ
風
を
浴
び
な
が
ら
食
事

を
し
た
り
す
る
家
扶
迫
れ
も
。

途
中
の
下
瀧
駅
で
は
、
こ
れ
ま
た
恒

例
の
タ
や
け
プ
ラ
ッ
ト
示
I
ム
コ
ン
サ
l

竹
刀
さ
ば
き
も
鮮
や

iv
第
一
一
回
豊
州
杯
長
浜
剣
道
大
会
i

ト
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
客
車
内
外
か

ら
記
念
写
宍
を
撮
り
ム
ワ
つ
独
特
の
構
図

に
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
親
近
感
あ
ふ

れ
る
笑
い
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。

好試合が展開された剣道大会

九
月
十
日
、
長
浜
高
校
体
育
館
で
、

第
二
回
豊
州
杯
長
浜
剣
道
大
会
が
開
催

さ
れ
、
大
洲
・
喜
多
地
域
の
小
中
学
牛

約
三
肯
五
十
人
が
参
加
し
た
c

な
台
、
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

(
散
称
略
)

{
小
学
生
同
体
}
低
学
年
①
大
和
剣
道

会
A
マ
高
学
年
②
大
和
剣
道
会
ム

一
中
学
生
団
体
一
男
子
①
長
浜
中
A
③

長
浜
小
R
-
長
浜
中
C
マ
女
子
②
長
浜

中
A
③
長
浜
中
B
・
長
浜
中
C

一
小
学
生
川
人
一
低
学
年
①
吉
村
達
也

マ
高
学
年
江
菊
地
返
一
ム

{
中
学
生
個
人
}
男
子
迂
菊
地
卓
也
②

酒
井
」
[
志
③
西
国
典
正
・
窪
一
応
裕
マ
女

子
わ
一
民
岡
美
希
一
④
大
田
恵

写真やビデオで思い出づくりを行う乗客

子
と
も
の
夢
を
ふ
ぐ
ら
ま
そ
う

ー
幼
児
ま
つ
り

1

九
月
十
九
円
、
町
民
逗
動
場
で
第
十

九
回
長
浜
町
幼
児
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

町
内
の
就
学
前
山
市
一
や
保
読
者
ら
約
五

百
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
太
陽
の
お
母
さ
ん
連
絡
協

議
会
の
主
催
に
よ
り
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
回
の
テ
l
マ
は
「
ふ
く

ら
ま
そ
、
っ
、
み
ん
な
の
夢
」
。
集
ま
っ

た
親
子
の
歌
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
開

会
し
た
。
メ
イ
ン
の
臼
白
あ
そ
び
で
は
、

消
防
コ
ー
ナ
ー
や
移
動
動
物
園
、
遊
具
、

必
書
き
、
作
っ
て
町
一
日
う
な
ど
の
各
コ

l

児
童
ら
が
支
通
安
全
パ
レ
ー
ド

-
1

秋
の
交
通
安
全
運
動

1

ナ
i
で
、
親
子
が
一
緒
に
遊
び
な
が
ら

楽
し
み
、
貴
重
な
ふ
れ
あ
い
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
て
い
だ
。

パレードを行う子どもたち

九
月
-
一
ト
i

川
、
交
川
一
{
友
会
幹
発
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
、
長
浜
小
学
校
児
童
ら
関

係
者
約
二
百
人
が
参
加
し
た
。
コ
ー
ス

は
、
役
場
前
か
ら
本
町
向
宵
仇
や
一
通
り

町
民
の
広
場
に
宅
る
約
一
同
ο

パ
レ
ー
ド
は
、
パ
ト
カ
ー
を
先
引
に
、

プ
ラ
カ
ー
ド
、
長
浜
小
学
校
鼓
情
院
、

関
係
苔
ら
が
続
き
、
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
な
が
ら
行
進
を
行
っ
た
c

開
会
式
で
は
、
町
交
通
安
全
北
進
協

議
会
の
波
辺
久
義
叫
ん
ム
長
か
ら
「
皆
さ

ん
も
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。
今
日
は
暑
い
中
あ

り
が
と
う
。
」
と
、
子
ど
も
た
ち
ヘ
メ
ワ

セ
i
ジ
が
送
ら
れ
た
。

楽しく過ごした親子ふれあいのひととき

高

JR圃
是国
雲官
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日
も
曜
も
わ
す
れ
が
ち
な
る
我
な
れ
ど

八
十
主
年
も
い
の
ち
過
ぎ
し
か

民

辺

仁

之

助

稜
線
的
入
道
主
を
突
き
刺
し
て
超
高
圧

の
鉄
塔
コ
一
基

西

田

チ

ヅ

ル

兵
夏
日
の
人
気
も
な
き
校
庭
に
校
訓
刻

ふ
し
石
黒
々
と

沢

井

か

め

代

二
一
月
で
胃
摘
出
し
て
十
年
余
今
は
ニ
ト

ロ
を
放
せ
ぬ
身
と
な
る

工

藤

春

子

H
H

柴
俳
句
会
H

薄
化
粧
し
敬
老
会
の
仲
間
入
り

坂

井

喜

久

子

百
歳
の
詩
吟
朗
々
竹
の
春

柴

小

年

比

宋

雪
の
如
白
花
付
き
し
味
噌
麹

坂

井

良

恵

ひ
そ
や
か
な
虫
の
音
色
や
通
伐
の
席

小

田

か

め

子

尾
恨
に
務
つ
柿
に
眠
を
破
ら
る
、

窪

美

恵

子

林
立
の
ピ
ル
の
谷
間
に
秋
の
風

渡

辺

千

代

子

一
人
身
の
朝
の
批
広
の
涼
し
さ
よ

清

水

よ

し

子

天
高
し
田
村
選
手
の
全
一
メ
ダ
ル

新

山

干恵



ロ
ロ
巳
口
口
口
口
口
口
口
口
臼
口
口
口
口
口
ロ
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

稲
刈
り
は
最
後
と
か
ま
に
力
入
れ

六

年

宮

上

靖

子

顔
の
前
稲
を
か
き
分
け
か
ま
で
刈
る

六

年

森

川

知

実

援

精
機
長
浜
町
保
健
栄
養
報

蜘
推
進
協
議
会
が
受
賞
都

制

s地
域
住
民
の
食
生
活
改
善
に
都

議

尽

く

し

た

功

績

に

よ

り

1

響

聴

蕗
九
月
十
三
口
、
松
山
市
で
開
催
さ
れ

た
健
康
子
つ
く
り
保
健
栄
養
大
会
の
席
上
、

長
浜
町
保
健
栄
養
推
進
協
議
会
は
、
食

生
活
改
善
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、

多
年
に
わ
た
り
地
域
住
民
の
食
生
活
改

善
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
栄
養

関
係
功
労
者
地
区
組
織
の
部
門
で
、
愛

援
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

(父
1
信
吾
さ
ん
・
母
H

こ
ず
え
さ
ん
)

品って
もの?

遺伝子組み換え食品①

つ括本... ....'"塁手手足柄引刈じ 赤 遠く手 イ昔 暑 老 尺 新
おお臨時2凶手丸一部助、二お1りや と 動 を り い の 取 涼
碍極秘別基30写特長1的弱し引き 207J: り 白 会 引 物 中 願 る や
除:hr~~，<t{~認。潟;局私抑制交わ下斡認識叫忠二dl じ 勝 晴 い 走 い ひ に 巡
若戸 Iド¥法包内ず字句問l六や 五負 五れ 五て 五大 五ろ そ あ 行
附:てて みずき l持論;年り年し年て年足年野年ん つ ら 速

F 菊地瑞希ちゃん(穂積戸!太 E徳寺坂主泉手合室大喜JL林 JE都定渡実
V 幽留 山町- -園' E い 運つベど技木に獲 O

すてのるい 思込 l田だ山動井た ら田こ野で，h 星築虫辺 O
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平成11年11月21日生まれ と が 四

日
回
日
ロ
日
目

四
日
日 遺伝子組み換え食品とは、

日「遺伝子組み換え 技 術 」 を 応 用

口し て 品 種 改 良 した農産物のこと

自 です。

百 遺伝 子 組 み換え技術は、ある

ロ農崖物の味をよく し た り 病 気 に

ロ強い品干種重にしたりするために、

巴そう し た 性 質 を持つ他の生物カかミ

日ら有引1丹附F

口の農産物の細胞 に 入 れ る 、 す な

口わち農産物の遺 伝 子 を 組 み 換 え

口る品樟改良の技術 で す 。 従米の、

口品種の交配を操り 返す 品種 改良

日では、長い年月を か け て 遺 伝 子

己の組み換えが行一われるわけで、す

日が、遺伝子組み換 え 技 術 は そ れ

口を短期間で効率的 に 行 う わ け で

口す。

日そうしたメリットがある方、

口人の健康や環境な ど へ の 悪 影 響

口はないのか、心配する声もあり

口ます。そのような 安 全 性 の 確 認

口については、政府 が 安 全 性 評 価

目指針を定めており 、 そ れ に 基 づ

E*ジ同叩農産物と山輸入はありませんが冷凍や粉末フライ市トマツ山テ山の形で輸入されています。
(協力

⑭ 
由信子組み換え

ど
3三室Ee元玉三重乏テヨミc:c>

議豊島高鐘長田霊童華

子組み換えのものは国内で生崖

販売されていません。

他の 5作物では、アメリカや

カナダから車命入したものに、進主

伝 子 組 み 換 え の も の が 含 ま れて

います。これらの佳lでは、通常、

安全性が確認さオした遺伝子組み

換え農産物は、非遺伝子組み 換

え農産物と 1;<別 さ れ ず に 流 通し

ています。

I%  

トン

17，2万トン

1，660万トン

実
*米国の遺伝子組み換え作物の推定作付比率約66%(1999年)

加工輸入自 iO万トン

ジャガイモ i 国産川トン 覇轟轟
*米国の遺伝子組み換え作物の推定作付比率約 3~七 (1999年)

ネ

大

ナ タ

綿

374万トン

農林水産省)
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場P
結

婚

お
誕
生
お
め
で
と
う
刀

9
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護

者

名

今

坊
下
須
戒

下
須
戒

豊
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柴下
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戒

島中 山 畦 林 久
崎嶋本 田保

有明31日ひ美み拓を大三
生 ぉ馬 j菜な咲E馬時己き

お
〈
や
み

9
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届
出
分

(
敬
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住

所
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死

亡

時

年

齢

太政錦幸堅広
郎広 一 治太行

極
集

私
事
で
す
が
、
毎
年
十
月
か
ら
十

一

月
三
日
の
祭
り
の
日
ま
で
の
約
一
か
月

間
は
、
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
の
午
後

七
時
半
か
ら
九
時
ま
で
、
地
区
の
集
会

所
で
五
ツ
鹿
踊
り
の
練
習
に
励
み
ま
す
。

今
年
も
そ
う
で
し
た
。

太
鼓
を
蔽
き
歌
を
歌
い
な
が
ら
、
み

ん
な
で
踊
り
の
練
習
を
す
る
の
で
す
が
、

こ
れ
が
ま
た
結
構
疲
れ
ま
す
。
毎
年
踊
っ

て
は
い
る
ん
で
す
が
、
練
習
を
し
な
い

と
体
が
つ
い
て
き
て
く
れ
ま
せ
ん
。
息

は
絶
え
絶
え
、
足
は
動
か
ず
、
年
に
そ

う
何
回
も
は
か
か
な
い
ほ
ど
の
汗
に
ま

み
れ
て
:
・
。
で
も
よ
く
し
た
も
の
で
、

こ
れ
を
や
っ
て
か
ら
祭
り
に
臨
む
と
何

と
か
体
も
持
ち
応
え
て
く
れ
ま
す
。
私

た
ち
だ
け
で
な
く
、
各
地
域
で
頑
張
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
獅
子
舞
の
方
等
も
そ

う
で
し
ょ
う
。

い
ろ
ん
な
こ
と
が
要
因
で
、
現
在
は
、

四
0
1
五
O
歳
く
ら
い
で
は
な
か
な
か

現
役
を
退
き
に
く
い
よ
う
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。
当
の
本
人
は
結
構
堪
え
て
い

る
の
で
す
が
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
支
え

て
い
る
の
は
、
や
は
り
練
習
後
の
ビ
ー

ル
片
手
に
語
り
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
力
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
郷
土

愛
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
私
も
そ

う
な
ん
で
す
が
や
っ
ぱ
り
祭
り
が
好
き

な
ん
で
し
ょ
う
か
:
。

(
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)
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間元島崎築上田
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ト
シ
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シ
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人口・世帯数のうごき

9月 末 現 在 前月との比較

9，811人 19人減

人 口 (男 4，636人) (男10人減)
女 5，175人 女 9人減

世帯数 3，620世帯 5世帯減

ヘ

豊

茂

/

沖

浦
長

浜

伊
予
市

長

浜

久
万
町

駄神松宮足植

田下本利本

友浩弥巽恵

11月を迎え、 20世紀も余すところ61
日となった。辰年とあって、中国の諺

にあるとおり「辰年は荒れる」のだろ

うか。諺は「辰年が 過 ぎ れ ば 怖 い も の

なし」とし寸。辰 年 は 竜 神 が 暴 れ る の

で、黄河が氾濫 するのだと恐れた。

考えてみると我が国も暴れ狂った。

3月には、北海道で火山が噴火し、婦

人が家族を殺し保険金を受け取った。

学校では先生が少年に刺 された。 中学

生が 飛 び 降 り 自 殺をした。東 海 地 方 の

集中 豪 雨 に よ る 、名古屋市民の被災の

大きさに胸が痛む。

1988年の辰年には、中国方面に旅行

した高知学芸高校生が列車の衝突で28

人(先生 1人含む)死亡。 1976年 の 辰

年 に は、中国の周恩来 首相が死亡。 4

月には天安門事件・ 9月には毛沢東死

亡 。 日本では、 2月にロッキード事件

発 覚。 7月には田中角栄が逮捕され、

日本の政治は揺れに揺れた。

近くは、三宅島の大噴火。鳥取県西

部地震...これはマグニチュード7.3で

阪神淡路大震災7.2よりも大きく、余

震は続き住民は避難生活に不便な日々

を送られ、国や県の迅速な救済処置が

望ま れ る 。愛媛も震度 5や 4の所が多

く、長浜も震度 3に及んだ。鳥取 ・島

根の地震は震度 6強で余震は数百回に

及 んだ。昔から恐ろしいものに、「地

震・雷 ・火事・親父」と言 われるが、

各家庭 で は 災 害 の備えを常に怠っては

ならなし、。 「備えあれば憂いなし」で

ある 。地震被災地の迅速な復旧を願う 。

今月は祝日が 2日あ る。 3日の文化

の目、 23日の勤労 感 謝 の 日 の 意 義 を か

みしめ、来る 21世紀への心構えを国民

こぞって盛り上げ、よりよい郷土の発

展 に 尽 く し 、 国 威を世界に発揚し世界

の発展に寄与したいもの。健康第一 に、

21世紀を希望に満ちた世紀とする原動

力を培おう 。 原動力は、各家庭での意

欲を忘れないことにある 。 ‘豊かで住

みよい郷土づくりは家庭から'を信じ

よう 。

，馬


